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道臨床工学技士会道
臨
床
工
学
技
士
会

（室

橋
高
男
会
長
）
は
、

会
内
に

新
設
し
た
ロ
ボ

ッ
ト
手
術
作

業
部
会
の
初
会
合
を
札
幌
市

で
開
き
、
ダ
ヴ

ィ
ン
チ
Ｓ
ｉ

導
入
施
設
の
臨
床
工
学
技
士

（
Ｃ
Ｅ
）
が
、

さ
ら
な
る
安

全
性
向
上

へ
取
り
組
み
状
況

を
報
告
し
た
。

北
大
病
院
は
、
手
術
室
十

七
室
の
う
ち

一
室
を
ロ
ボ

ッ

ト
手
術
専
用
と
し
、

機
器
ト

ラ
ブ
ル
が
あ
れ
ば
手
術
室
エ

リ
ア
内
で
待
機
し
て
い
る
Ｃ

Ｅ
が
駆
け
つ
け
る
体
制
。
手

術
部
長
を
ト
ッ
プ
と
す
る
専

門
委
員
会
が
、
運
用
指
針
や

手
術

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
策
定
、

術
後
の
問
題
点
の
検
討
、

物

品
購
入
、
診
療
科
連
携
な
ど

を
総
合
的
に
行

っ
て
お
り
、

会
議
開
催
は
Ｃ
Ｅ
が
取
り
仕

切

っ
て
い
る
と
い
う
。

毎
週
金
曜
日
を
手
術
日
と

定
め
て
い
る
函
館
五
稜
郭
病

院
は
、
Ｃ
Ｅ
が
前
日
に
機
器

各
施
設
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、
情
報
共
有
化
を
図

っ
た

作
業
部
会
が
初
会
合

を
手
術
室
に
搬
入
の
上
、

配

置
、

配
線
接
続
、

動
作
点
検

を
実
施
。
手
術
開
始
時
に
、

医
師

の
指

示
で

ロ
ー
ル
イ

ン
、
ペ
ー
シ
エ
ン
ト
ア
ー
ム

の
位
置
確
認
や
調
整
指
示
を

担
い
、
術
中
は
ベ
ー
シ
ェ
ン

ト
カ
ー
ト
や
モ
ニ
タ
ー
な
ど

の
調
整
、

気
腹
開
始
操
作
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
録
画
確
認
、
電
気
メ

ス
設
定
、
ト
ラ
ブ
ル
に
対
応

し
、
術
後
は
医
師
の
指
示
に

沿

っ
て
ロ
ー
ル
ア
ウ
ト
の
ほ

か
、

機
器

の
清
拭
、

点
硬
、

移
動
ま
で
行

っ
て
い
る
。

帯
広
厚
生
病
院
の
Ｃ
Ｅ
の

役
割
は
▽
機
器
の
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
と
点
検
▽
電
源
供
給
配

分
と
周
辺
機
器
の
管
理
▽
映

像
記
録
装
置
の
設
定
▽
保
守

点
検
、
ト
ラ
ブ
ル
対
応
。
手

術
室
看
護
師
と
の
共
同
業
務

と
し
て
、
非
清
潔
野
側
の
ド

レ
ー
ビ
ン
グ
や
カ
メ
ラ
ス
コ

ー
プ
の
調
整
、
回
復
手
術
や

Ｌ
Ｒ
Ｐ
へ
の
緊
急
移
行
、
ペ

イ
シ
ェ
ン
ト
カ
ー
ト
の
ド
ッ

キ
ン
グ
、

イ
ン
ス
ト
ウ
ル
メ

ン
ト
使
用
回
数
の
確
認
を
挙

げ
た
。

安
全
面

へ
の
工
夫
と
し
て

札

医
大
病
院

は
、
電
源

ケ

ー
ブ
ル
を
保
護
す
る
ジ
ョ
イ函館・高橋

病
棟
口
腔
ケ
ア
徹
底

歯
科
衛
生
士
を
常
勤
配
置

函
館
市
の
高
橋
病
院

（高

橋

肇

理
事

長

・
百
七
十

九

床
）
は
、

歯
科
衛
生
士
を
正

職
員
と
し
て
病
棟
に
二
人
配

置
し
、

全
入
院
患
者
に
対
し

て
口
腔
ケ
ア
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
口
腔
内
ト
ラ
ブ
ル
の

減
少
に
つ
な
げ
て
い
る
。

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
で

は
脳
卒
中
、

心
疾
患
、

肺
炎

な
ど
加
齢
に
伴
う
疾
患
が
多

く
、

日
腔
内
ト
ラ
ブ
ル
に
伴

う
食
欲
や
活
動
量
の
低
下
が

課
題
と
な

っ
て
い
た
。

歯
科
衛
生
士
の
常
勤
化
と

言
語
聴
覚
士
の
リ
ハ
ビ
リ
に

よ

っ
て
、
早
期
か
ら
回
腔
内

環
境
改
善
に
向
け
て
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
可
能
と
な
り
、

栄

養
状
態
の
改
善
、

運
動
機
能

や
免
疫
力
の
向
上
を
図

っ
て

い
る
。

二
週
間
後
に
行
う
再
評
価

で
は
、
発
熱
回
数
や
誤
嘩
性

肺
炎
の
発
症
率
の
減
少
と
い

っ
た
デ
ー
タ
も
得
ら
れ
て
い

る
と
い
う
。

病
棟
看
護
師

へ
の
指
導
も

行
う
こ
と
で
、
看
護
師
も
ケ

ア
に
参
加
し
、
口
腔
ケ
ア
の

効
率
的
な
維
持
に
役
立

っ
て

い
る
。

北

村

和

宏

看

護

部

長

は

ン
ト
プ

ロ
テ
ク
タ
ー
を
設
置

し
、

ケ
ー
ブ
ル
に
足
を
ひ
っ

か
け
る
の
を
防
止
し
て
い
る

と
紹
介
。
過
去
の
機
器
ト
ラ

ブ
ル
で
は
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
タ

ー
を

一
度
消
し
た
後
、
再
度

つ
け
る
と
点
灯
せ
ず
、
シ
ス

札
医
大
病
院

（平
田
公

一

院
長

・
九
百
三
十
八
床
）
は
、

理
学
療
法
士

・
作
業
療
法
士

研
修
セ
ン
タ
ー

（石
合
純
夫

セ
ン
タ
ー
長
）
を
開
設
。
高

度
化
す
る
医
療
に
臨
床
対
応

で
き
る
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
を

育
成
す
る
、
「理
学
療
法
士

・

「介
護
報
酬
上
の
加
算
分
で

は
人
件
費
の
採
算
は
合
わ
な

い
の
が
現
状
。
し
か
し
、
介

護
病
棟
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

病
棟
で
は
誤
哄
性
肺
炎
予
防

に
よ
り
、
薬
剤
や
医
療
材
料

の
持
ち
出
し
が
軽
減
さ
れ
、

経
済
的
メ
リ
ッ
ト
も
期
待
で

き
る
」
と
話
す
。

専
門
的
な
実
践
力
養
成

作
業
療
法
士
研
修
プ

ロ
グ
ラ

ム
」
を
二
十
六
年
四
月
か
ら

開
始
す
る
。

近
年
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
は
対
象
と
す
る
疾
病
や

障
害
の
幅
が
広
が
り
、
臓
器

別
診
療
科
と
の
チ
ー
ム
医
療

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
中
で
、

理
学
療
法
士

。

作
業
療
法
士

の
養
成

課
程

を
持
つ
環
境
を
最
大
限
に
生

か
し
、

高
度
な
専
門
性
を
有

し
た
実
践
力
の
養
成
を
目
指

し
、
同
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
構
築

し
た
と
い
う
。

総
合
研
修
と
、
運
動
器
障

害
、
内
部
障
害
、
小
児

・
神

経
障
害
、

高
次
脳
機
能
障
害

の
四
コ
ー
ス
で
構
成
す
る
専

門
研
修

の
二
種
類
を
用
意
。

研
修
生
の
経
験
や
専
門
性
に

応
じ
て
、

研
修

コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
が
個
別
プ

ロ
グ
ラ
ム

を
組
む
。
研
修
期
間
は
原
則

一
年
だ
が
、

研
修
内
容
に
よ

っ
て
は
半
年
以
上
三
年
ま
で

と
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
考

え
だ
。

総
合
研
修
は
、

新
卒
者
や

学
び
直
し
希
望
者
を
対
象
と

し
、

基
礎
的
な
病
態
の
理
解

か
ら
、
病
態
像
の
把
握
に
つ

な
が
る
各
種
評
価
方
法
、
検

査
結
果
の
解
釈
に
つ
い
て
学

び
、

適
切
な
治
療
介
入
に
つ

な
げ
る
。
看
護
師
か
ら
の
情

報
提
供
を
も
と
に
病
棟
生
活

で
の
問
題
点
を
整
理
す
る
な

ど
、
他
職
種
と
の
連
携
も
考

慮
し
た
幅
広
い
カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
と
な
っ
て
い
る
。

専
門
研
修
は
、

コ
ー
ス
毎

に
関
連
す

る
診
療
科
と
連

携
。
運
動
器
障
害
系
コ
ー
ス

で
は
、

運
動
器
障
害
に
対
す

る
チ
ー
ム
医
療
に
お
い
て
自

律
し
て
活
躍
で
き
る
専
門
療

法
士
を
目
指
す
ほ
か
、
希
望

が
あ
れ
ば
、

四
月
に
開
設
し

た
ス
ポ
ー
ツ
医
学
セ
ン
タ
ー

テ
ム
再
起
動
で
も
改
善
し
な

か

っ
た
ケ
ー
ス
等
を
例
示
。

機
器
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト
も
紹
介
し

て
い

た
。会

に
は
総
代
理
店
担
当
者

な
ど
も
参
加
し
、
意
見
を
交

換
。
橋
本
修

一
委
員
長

（札

医
大
病
院
）
は
、
「各
施
設

の
事
例
を
基
に
、

よ
リ
ロ
ボ

ッ
ト
手
術
の
質
や
安
全
性
を

一局
め
て
い
き
た
い
」
と
二
―
‐

三
カ
月
お
き
に
会
合
を
開
く

方
針
だ
。

来
年
度
か
ら
リ
ハ

研
修
プ
ロ

グ
フ

ム

札医大病院

病
期
単
位
リ
ハ
論
議

来
月
に
道
Ｐ
Ｔ
学
術
大
会

第
六
十
四
回
道
理
学
療
法
一タ
ー
で
開
か
れ
る
。
道
理
学

と  取 に ハ 増 習 り と 泌 循  研 でた事をの 欠ハとら■P行 牲_甲 ヽ十ド_Y甲 で 真 凍 |■


